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デング熱感染症の新規病態マーカーを発見 

- 危機シグナル分子としてのガレクチン９の役割を提唱 - 

 

【概要】 
 東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野および東北大学災害科学国際研

究所の服部俊夫教授らのグループは、毎年一億人が感染するデング熱感染症の

新規病態マーカーを発見しました。本研究は、デング熱患者ではガレクチン９

が著明に上昇し、病態の悪化指標と相関することを初めて明らかにした重要な

報告です。本研究はサンラザロ病院、香川大学、ハワイ大学、長崎大学との共

同研究で、本研究結果は Journal of Clinical Virology オンライン版に 10月 27日に

掲載されました。 
 

【研究内容】 

 デングウイルス(DENV)感染症注１は、蚊媒介感染症で世界の公衆衛生上の大き

な問題となっています。例えば、東南アジアで多数の日本人が感染しています。

急性 DENV 感染症の病態は、可溶性炎症因子によることが推測されていました。

東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野および東北大学災害科学国際研究

所の服部教授らのグループは、水溶性の β-ガラクトシド結合レクチン注２である

ガレクチン９を世界で最も鋭敏に測定する系を用いて 2010 年にフィリピンで発

症した 65 名のデングウイルス感染者の血漿中のガレクチン９と 29 種類のサイ

トカイン/ケモカイン注３を測定しました。急性期ではガレクチン９値はデング出

血熱患者で 2464 pg/ml、デング熱患者で、1407 pg/ml で、非デング熱性疾患 (616 
pg/ml) や健康人 (196 pg/ml) に比べ著明な上昇を示しました（図１）。回復期で

は、ガレクチン９のレベルが迅速に減少しました。このガレクチン９値はデン

グ熱で病態と相関することが知られている IL- 1、IL-8、IP-10、および増殖因子

VEGF の値と相関していることが多変量解析でわかりました。また判別分析法で

は、エオタキシン、ガレクチン９、IFN-α2、MCP-1 がデング出血熱の 92％、デ

ング熱の 79.3 ％を判別できることがわかりました。これらからデングウイルス

感染症のバイオマーカーとしての血漿ガレクチン９の上昇を明らかにし、それ

がウイルス感染の時の危機シグナル分子の性格を有するとの仮説を提唱しまし

た（図２）。本研究は日本学術振興会基盤 A (海外学術調査)、災害科学研究所・

特別研究費、米国ＮＩＨによってサポートされました。 



【用語説明】 

注１．デングウイルス(DENV)感染症：デング熱とも呼ばれる。患者は、発熱、

頭痛、筋肉痛、関節痛、はしかの症状に似た皮膚発疹を含む症状を示す。

ヤブ蚊によって媒介される。 

注２．レクチン：糖鎖に結合するタンパク質の総称。ガレクチンはガラクトー

スに特異性を示す。 

注３．サイトカイン/ケモカイン：細胞から放出され、細胞間情報伝達分子とな

るタンパク質。白血球を増殖させたり引き寄せたりするなど免疫・炎症

反応で機能するものが多い。IL- 1、IL-8、IP-10、エオタキシン、IFN-α2、
MCP-1 など。 

 

【参考図】 

図１．血漿ガレクチン９の値がデング熱及びデング出血熱患者では正常または

非デング発熱疾患患者よりも有意に上昇が認められた。 
 

図２．危険関連分子としてのガレクチン９：ウイルスなどの感染により細胞内

のガレクチン９が遊離され、危険シグノルを与えるとともに抗炎症、ケモタキ

シス活性などの機能が予測されている。 



【論文題目】 

Galectin-9 Plasma Levels Reflect Adverse Hamatological and Immunological Features in Acute 

Dengue Virus Infection.  

「血漿ガレクチン−９値がデング熱及びデング出血熱患者の重症度を反映する」 

本研究結果は、Journal of Clinical Virologyオンライン版に日本時間10月27日付け

で掲載されました。 

 

【お問い合わせ先】 

東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野 

東北大学災害科学国際研究所災害感染症学分野 

 教授 服部俊夫 

電話番号 ： 022-717-8220 

Ｅメール ： toshatto@med.tohoku.ac.jp 

 

【報道担当】 

東北大学大学院医学系研究科・医学部広報室 

 稲田 仁（いなだ ひとし） 

電話番号 ： 022-717-7891 

ファックス： 022-717-8187 

Ｅメール ： hinada@m.tohoku.ac.jp 

 


